
■令和２年度（2019年度） 

第６６回滋賀県教育美術展の審査評 

 

第６６回滋賀県美術展の審査会が、令和元年１２月

２５日（水）草津市立笠縫東小学校において行われま

した。 

 今回の教育美術展には、どのような傾向の作品が集

まったのでしょう。審査会に参加された先生方に展覧

会の見どころや、作品の見方についてうかがいました。

（順不同・敬称略） 

 

■４歳児                                

【審査：松井、山田、浅野、山田、辻、柴原】 

１）作品を見て、今年の傾向、よかったこと 

・描きたいテーマがはっきりしているもの、子どもの生活経

験からくる題材が多く、無理なく表現を引き出せるので、よ

い。 

・くわしく細かく表現することを求めるのではなく、しっかりと

手を動かし、のびのびとした表現のものがみられた。４才児

の指導として大切な指導のポイントである。 

・人・動物・自然物など、描いたものからイメージを膨らませ、

擬人化したり描いたことからさらに描き加えていく過程を楽

しんだりしている様子がうかがえた。 

２）気になったこと 

・絵の具の色選びで、色が汚い、薄いなどの作品が見られ、

それによってせっかくの子どもの表現の力を引き出せてな

いものがあり、残念であった。 

・背景をタンポで埋めたり、絵の具で塗り込んだりしているも

のが多くあり、白の空白、空間を受け入れられない教師の

意図が感じられた。 

３）これから期待すること 

・台紙の色と絵の具の色の組み合わせなどは、選ぶ先生

のセンスが問われます。教材研究をする必要があると思い

ます。 

・日頃よりしっかりと腕を動かし、いろんな素材（絵の具、パ

ス、コンテ）に子どもが自分で自由に取り組めるような時間、

機械、場所をたくさん作っていって欲しいです。 

 

■５歳児                            

【審査：大矢、中川、堀口、木村、垣見】 

１）作品を見て、今年の傾向、よかったこと 

・子どもの思いがていねいに豊かに引き出されている作品

が入選・特選に選ばれた。 

・落ち着いた心持ちで楽しく思いが表現されていた。生活

体験から、また、ファンタジーの世界から自分との関わり思

いが描かれていて、線にていねいさが感じられた。 

２）気になったこと 

・絵の具の色と紙の色との調和がとれていなかったり、混色

ににごりがあったりするなど、教材研究の必要性を感じた。 

・教師がどうかかせたいかでなく、子どもがどう描きたいかを

引き出してほしい。 

３）これから期待すること 

・生活経験や遊びの豊かさが表現活動の豊かさにつなが

っていく。日頃の生活の中にある事象を先生がうまく焦点

化して題材にできるとよい。表現活動は言語活動とも大きく

関わりを持つ。子どもの思いをていねいに聞き取ってやっ

てほしい。 

 

■小学校１年生                        

【審査：赤沢、山崎、中村、矢田、辻川、上田、中西】 

１）作品を見て、今年の傾向、よかったこと 

・お話の絵や生活画など、バラエティに富んでおり、楽しん

で表している作品がたくさん見られた。 

・パスや色えんぴつ、サインペンなど、子どもに無理のない

描画材を使って描き込んでおり、表したいことが伝わってく

る作品に好感が持てた。 

２）気になったこと 

・発達段階に合わない技法や描画材を使った作品が見ら

れた。また、多くの技法や材料を詰め込みすぎて、子ども

が表したいことを追及できていないことが気になった。特に、

色画用紙や黄ボール紙などに描く際にそれぞれの紙の良

さを活かし切れていないことが残念だった。 

３）これから期待すること 

・子どもの発達に合わせた題材で、子どもが本当に描きた

いことを追求できるような指導をすること。そのために、指

導者は紙や描画材を考えるとともに、指導する技法につい

てもやらせすぎないように考えること。 

 

■小学校２年生                        

【審査：伊庭、瀬邊、中村、佐藤、奥村、野中、的場、川内】 

１）作品を見て、今年の傾向、よかったこと 

・子どもらしく、楽しさにあふれた作品が数多く出品されてい

た。 

・審査では、さらに作品から小学校２年生の子どもたちの主



体的な活動や喜びが感じられるものが選ばれた。 

２）気になったこと 

・小学校２年生の子どもたちが集中できる時間（画面の中

の）スペースには、自ずと限りがある。画面作りのための「作

業」になってしまっていないか、指導者の方で考えておく必

要があるように感じた。 

・「ひみつのたまご」を題材とされた出品作品が数多く見ら

れましたが、画用紙からはみ出した作品が「規格外」とした。 

３）これから期待すること 

・さまざまな描画材料を用意して授業を展開したであろう

作品に多く出合うことができた。今後さらに期待したい。た

だ、子どもの発達段階を十分考慮したものであるかというこ

とも十分配慮して取り組んでほしい。 

 

■小学校３年生                        

【審査：小野、森本、西川、大手、山田】 

１）作品を見て、今年の傾向、よかったこと 

・絵の具の指導を本格的に行う学年である。水の量、混色、

筆の使い方等をしっかりと指導し、それらを学べる題材が

多く見られた。題材の種類が多く、かたよりがあまりないこと

がよかった。 

２）気になったこと 

・スクラッチを別の紙でして、木の形に切り取って、画用紙

に貼り付けているものが多く見られた。切って張るのではな

く、一枚の紙で完結するようにしたい。 

 

■小学校４年生                       

【審査：松山、堀部、立岡、山田、市田、川瀬、沢村】 

１）作品を見て、今年の傾向、よかったこと 

・生活画、空想・想像画、お話の絵、線遊び、クロッキー等、

題材が多様で、様々な取り組みが見られ、よかった。 

・指導者の様々な工夫や挑戦が見られたことは、大変評価

できる。 

・子どもたちが自分の色や形を追求しようとしている姿や子

どもならではの工夫と感性で表現されている作品が多く見

られたのが大変良かった。 

２）気になったこと 

・４年生の表現としては、画面の奥行き感に少しかけていた

ように思われる。形の重なりや大小などに気をつけて表現

させることが大切。 

・画面に容易に中心となるものが貼ってある作品も多く見ら

れ、表現の手順や作業の見通しをしっかりと学ばせることの

重要性について再考する必要がある。 

・色が濁っている作品も少なからず見られたので、筆やパ

レットの使い方、色のつくり方など基本的な絵の具の扱いの

習熟を図ること。 

３）これから期待すること 

・例年のことですが、版表現の作品が少なく、積極的な取り

組みと出品を期待したい。 

・クロッキーにも、積極的に取り組み、対象の特徴を捉える

目や描き出す力を少しずつ積み上げていってほしい。 

 

■小学校５年生                       

【審査：大和、塚本、西島、上原、福山、武久】 

１）作品を見て、今年の傾向、よかったこと 

・タンポ等を使って、色面を作り、白ペンを使って洋風の城

を描く作品は今年も多かった。色面づくりにはそれぞれ指

導者の工夫や指導が感じられるが、発色効果、子どもの活

動の活発さに温度差がある。 

・黄ボール紙を使って、絵の具を着色した作品ではていね

いに着色し、白をぬる効果を出している点で、高学年らし

い取り組みだと言える。 

・限られた授業時数で発想の幅を広げる時、写真を素材

にした作品が多く見られた。「写真」＝「本物ではない」では

なく、いかに子どもの関心や意欲を高めるきっかけになって

いるかで判断すべき。 

・高学年であえて「人」にチャレンジしている作品には、子ど

もの成長や絵画を楽しむ作品が多くあった。 

２）気になったこと 

・高学年に期待したい着色の工夫やていねいさが足りず、

作品をさびしくさせている作品も多々あったが、作品の伏

線から感じるのは、子どもの力のなさではなく、教える側の

課題であると感じる。 

・高学年であっても、画面を充実させたいがために、不要

な技法や着色で主題を見失っているものも多い。高学年

の子どもに求めすぎていないかと思える。 

３）これからに期待すること 

・様々な技法を知り、ていねいな指導によって「できる」こと

を楽しめるようになる時期に、そこで出合う指導者からのア

プローチに期待する面は大きい。画面の大きさ、画面の充

実した描き込みよりも、高学年の子どもが集中して作り、楽

しめる題材に向いてほしい。 

 

■小学校６年生                       



【審査：有川、辰巳、建林、山田、北川、清水】 

１）作品を見て、今年の傾向、よかったこと 

・身近な景色や校舎・教室を描いた風景画が多数出品さ

れていた。特に校舎や教室を題材にしたものは、６年間の

思い入れが表れた作品が多かった。 

・ランドセルや花を手前に置き、近景とすることで、風景に

遠近感を出す表現の工夫が見られた。 

・クレパス、絵の具、インク、色鉛筆、ミルキーペン等、既習

の表現技法を自分の思いの表現にふさわしい選択・使い

方がなされていた。 

・鳥獣戯画のキャラクターを生かして、現代におけるオリジ

ナルストーリーを創作し、表現した作品が複数の学校から

出品されていた。小学校から中学校への知的な発達にマ

ッチした題材である。 

２）気になったこと 

・人物画が少なかった。 

・時間をかけすぎて、手の込んだ作品が多く、短時間であ

っさりした作品が少ない。 

・うまい、下手で選別され出品された作品が多いように感じ

た。子どもの思いが表出した作品が多く出品されることを望

む。 

・作品（画面）の大きさにとらわれて、子どもの意欲が最後

まで持続せず、時間切れになった感のあるものもあったの

で、サイズには配慮してほしい。 

・黄ボール紙の表現の効果が引き出されていない彩色が

なされている作品も多かった。 

・ランドセルを近景に置くことの必然性や、絵をフィルム等

で囲む等、あきらかに教師側の発想で、子どもの表現を制

限していると読み取れる作品も多かった。 

３）これから期待すること 

・教師（指導者）の指導ポイントや声かけが素直に子どもの

表現に反映されるので、基礎・基本となる指導事項はしっ

かりおさえつつ、子どもの表現が画一化されないよう、留意

していきたい。 

 

■中学校１年生                       

【審査：藤川、木村、西尾、大西、小幡】 

１）作品を見て、今年の傾向、よかったこと 

・中学校１年生は、中学校へ入学して、美術授業の第一段

階として、しっかり対象を見て描くことと、デッサンの基礎技

法の学習として、クツのデッサンの作品が多く出品されて

いた。また、デザインを楽しみ、好きになるように、生徒が

取り組みやすい絵文字の作品も多く出品されていた。 

・良かったこととしては、題材が多岐にわたっていた。お店

の看板デザイン、マイクロデザインと自分との関わりや興味

のあるものの題材があり、生徒の制作意欲を高めるように

工夫されていたことがあげられる。 

・「静物画」の作品の中には、絵の具を上手に使い、色の

変化や影をしっかりと描けているものもあった。 

２）気になったこと 

・指導者の作品制作に対して、ねらいが分からない作品が

あった。 

・生徒に作品制作に当たって、ただ漠然と制作させるので

はなく、ある一定の条件を明確にすることにより、生徒も制

作の方向性が出しやすい。そうしないと、テーマと作品の

整合性がなくなる。 

３）これから期待すること 

・中学校１年生は、中学校美術の基礎を身に付けることの

できる題材、また、美術の授業が楽しく、意欲的に制作で

きるような授業にしてほしい。授業時数が少なくなっている

ので、授業時間に合った題材選びと題材の工夫をしてほし

い。 

 

■中学校２年生                        

【審査：馬淵、柿木、古胡、椿本、蓮井、蓮井】 

１）作品を見て、今年の傾向、よかったこと 

・デザインや抽象画作品に色や形の美しさやよさを伝えよう

としている作品が数多く見られた。 

・具象作品については、技法的に趣向が凝らされ、表現方

法を工夫されている作品が多く見られた。 

・指導者の熱意が伝わるような題材・指導の工夫が数多く

見られた。 

２）気になったこと 

・完成度は高いが、技法が先行し、技法習得に重きを置い

ているような作品主義的な作品が多々見られた。子どもの

学びが技術以外の能力、また見方・感じ方を働かせるよう

な題材や指導・支援が求められる。 

３）これから期待すること 

・子どもが美術科特有の見方・感じ方を基本にしながら、自

分なりの見方・感じ方で主題を生み出し、試行錯誤しなが

ら学んでいくような、子どもの学びが描画技法以外の能力

とつながりながら、資質を高めていく題材開発が期待され

る。 

４）その他 



子どもの学びがどこにあるのか、また、どういう資質・能力を

高めたいのか、もう一度問い直す必要があるのではないか

と思った。 

 

■中学校３年生                       

【審査：伊庭、南部、林、川辺、二瓶、堤】 

１）作品を見て、今年の傾向、よかったこと 

・中学校３年生らしく、画面にしっかりと自分の思いを表そう

とした作品が多く見られた。その中でもやはり自画像は、一

枚ごとにその生徒の思いが伝わり、見応えがあった。 

２）気になったこと 

・指導者が学習のんらいをしっかりと持たずに、技法や画材

だけを生徒に丸投げしているような学校があったことが残

念。 

３）これから期待すること 

・指導者が美術の授業を通して、中学校３年間で生徒につ

けさせたい力をしっかりと考え、計画的に年間計画をつくっ

てほしい。基本的なことだが、それがあいまいになっている

のではないか。 

 

■特別支援                          

【審査：杉山・若山・中川】 

１）作品を見て、今年の傾向、よかったこと 

・対象から受けたインパクトや関心を持った部分に焦点を

あて、いきおいよく思いを表出している作品と対象をしっか

りと観察して、細部まで丁寧に描いた作品など、バラエティ

に富んだ内容で、子どもたちがいろいろな制作体験をして

いることが、よくわかる。 

２）気になったこと 

・技法の表現のおもしろさを活用した作品も多く見られます

が、技法自体のおもしろさから抜けられていないものが散

見されます。どういう効果をねらいとして、その技法をチョイ

スしているのか、子どもが表そうとしていることを補うために

使っているのかが読みとけないので、思いを第一に支援す

るようにしたい。 

３）これから期待すること 

・個性的な表現がみられたり、完成度の高い作品であった

りしながら、規定に準じていないものが数点あった。指導者

の課題なので、出品に際してしっかりと確認しておきたい。 

４）その他 

・心の中にある思いや感情は、言語によって広げられていく

ことがほとんどである。それを色や形として表現することは

容易なことではない。子どもが思いを表すことができたかど

うかは、直接指導した者にしかわからない。それが少しでも

分かるような表現を記していただければありがたい。 


